
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２月の 行事予定 

日 曜 行 事 きらり 

1 木 
リズム（れもん,りんご,あんず） 
ちいさなおなべの会 

 

2 金 リズム（すだち）入園説明会  

3 土   

４ 日   

５ 月 太極拳        ファミリーデー 妊婦支援 

６ 火 バス散歩(花川運動公園)  

７ 水 バス散歩(花川運動公園) カンガルータイム 

８ 木 リズム（れもん,りんご,あんず）お茶会 どんぐりグループ 

９ 金 リズム（すだち）おおきくなったかな  

10 土  知恵袋 

11 日 建国記念の日  

12 月 振替休日  

13 火 バス散歩(森林公園) お弁当の日 出張ひろば 

14 水 バス散歩(中瀬緑地)  

15 木 リズム（れもん,りんご,あんず） 子育て講座 

16 金 リズム（すだち） 誕生会  

17 土   

18 日   

19 月 太極拳 妊婦支援 

20 火 
バス散歩(中田島風車公園) 

交通安全教室（すだち） 
出張ひろば 

21 水 バス散歩(中瀬緑地)  

22 木 
リズム（すだち） 

お茶お点前 
どんぐりグループ 

23 金 天皇誕生日  

24 土   

25 日   

26 月 口座振替日 お誕生日をお祝いしよう 

27 火 バス散歩(美薗中央公園) 出張ひろば 

28 水 バス散歩(愛野公園) カンガルータイム 

29 木 
リズム（れもん,りんご,あんず） 
お茶お点前 
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        3月の予定 

 

12日(火)    お弁当の日・卒園遠足 

15日(金)    誕生会 

22日(金)    すだちの日 

3月のファミリーデーはありません。 

リズムについて 

2 月～3 月は、通常の日程でない場合

がありますので、行事予定をよく見て、

体操着を持たせるようにしてください。

れもんさんは、半袖、半ズボンが必要で

す。よろしくお願いします。 

すだちお茶会 
一年を通してお点前を学んで来た「お

茶会」のお披露目の日が来ました。当日
は、子どもたちが感謝を込めて、保護者
の方にお茶を一服差し上げます。 

節分 
今園では、節分にちなんだ遊びが展開

されています。鬼の忘れ物があったり、
手紙が置かれていたり…。その存在に想
像を膨らませながらも、恐れるだけでは
なく、春を呼ぶ大事な 
行事であることを伝えていきたいと思

います。 
また、2 月 2 日(金)には、園で豆まき

をします。当日は、お菓子を入れるビニ
ール袋に記名をして持たせてください。 
楽しみにしている行事で 

すので、忘れ物がないよう 
お願いします。 

ロッカー移動 
進級を 4 月に控え、２月２６日(月)よ

り新しい生活の場（すだちはあさひの部
屋）への移動を行います。それに伴い、
2 月 22 日（金）の帰りには、子どもた
ちと一緒に新しいロッカーにカゴを移動
します。期待をもって生活できるよう、
温かく見守ってあげて下さい。れもんさ
んは、準備ができ次第、新しいリュック
で登園していただいて構いません。よろ
しくお願いします。 

すだちがお弁当をもって電車

を使って森林公園に行きま

す。８：３０に出発します。 

豆まきをします。
ビニール袋に記名
をして持たせてく
ださい。 

冒頭に、１月１日の能登半島地震で被災されている方々の、

１日も早い復興を願っています。そして、ながかみこども園で

も募金活動をさせていただきました。皆様の心温かいご厚意に

より、20,000 円の募金が集まりましたこと、感謝申し上げま

す。募金は、石川県の保育所団体が設立いたしました『オール

石川』へ、本日 1 月 31 日に入金をいたしましたことご報告さ

せていただきます。 

 この文章を書くのに何度も書いては消し、書いては消しを繰

り返しました。深い悲しみや不安の中で生活している方々の冒

涜にならないよう配慮して書いたのですが、その悲しみや苦し

みに合うような表現をすることは難しく、簡潔な表現で表わす

形となってしまいました。被災者の方々は、長い 1 日を過ご

し、長い１か月を過ごしていると思います。当たり前の日々に

感謝し、できる支援を考え生活していきたいと思います。 

 

話は変わり、ながかみこども園では、1 年目の職員は毎日、

それ以降の職員は 2 週間に 1 枚子どもたちの姿（エピソード記

述）を記録として書いています。今回は、1 年目の職員のエピ

ソード記述を紹介します。 

 

【エピソード】 

 2 歳児クラスの A 君と 1 歳児クラスの B 君が砂遊びをして

いると、B 君の顔に砂がついていた。すると A 君は水道の方

へ…何をするかとみているとペーパーに水をつけている。 

『もったいないから』と止めようとしたが、A 君はまた砂場

の方へ向かい B 君の顔を濡らしたペーパータオルで拭きだ

した。 

 

≪保育士の考察≫ 

 A 君は 2 歳児クラスで異年齢では一番年下の年齢とい

うこともあり、A 君よりも年齢が低い１歳児の子の顔を

拭くような行動をしている姿を今までに見ることがなか

った。 

 しかし、A 君の姿を見て、A 君の成長を感じると共に

嬉しい気持ちでいっぱいになった。A 君の行動を考察す

ると、普段からすだち（5歳児）やあんず（4歳児）がA

君にしてあげていることを、B 君にしてくれたのだと思

う。やってもらって嬉しいという気持ちとやってくれて

いる姿を A 君は見ていたからこその行動だと考えた。 

 

これぞ“ながかみらしさ！”、自分がしてもらったこ

と、嬉しかったことの連鎖。 

 これが異年齢クラスのいいところでしょう。子ども同士

の助け合いがないと、保育士や大人がやってくれるものだ

と思い、このような姿は見られないと思います。しかし、

ながかみこども園は“大人も子どもも共に助け合う”から

こそ、大人も子どもも、子ども同士も互いに信じ合い、興

味を持ち、嬉しかった行動を相手にしてあげられるのだと

思います。そして、素敵な優しいお兄さんやお姉さんへの

“憧れ”がながかみこども園にはあり、子どもの行動を手

を出さず観て、待ってくれる職員がいるからこそ（子ども

を信じて待っていてくれる職員がいるからこそ）ながかみ

の文化がしっかり伝承されるのでしょう。 

 大人はどうしても“信じて待つ”ということが苦手にな

ります。それは、先を見通す力（体験）があるからではな

いでしょうか？しかし、私たちは子どもの時どうだったか

な？とよく考えることがあります。決して、立派な行動が

できたわけではないし、大人が先回りしてやってくれてい

たことが多いような気がします。ながかみの子どもたち

は、自分のことは自分でできる子が多くいます。中には 0

歳児クラスの子も、自分の荷物を引きずりながら廊下を歩

き、ロッカーへ荷物を持ってくる子も。靴を上手く履けな

くても、何度も挑戦して 10 分かかって履く子もいます。

普通なら、手伝って靴を履かせてあげた方が早く楽ですよ

ね。手伝ってあげた方が優しく感じますよね。でも、なが

かみの職員はそうはしません。『手伝おうか？』と声を掛

けますが、子どもが自分で履くという意思が見られれば、

何分でも待ってくれます。目をかけて、待ったからこそ自

分で履けた子も、自分で履いた姿を観た職員も共に『やっ

たー』と喜び合える。挑戦する子になるのだと思います。 

子どもは、人の姿を観て模倣することが得意で、ある研

究によると 0 歳児から模倣をすると言われています（探

求）。“見る力”と“自分でやりたいという力”、そして

“模倣する力”が衰えないように日々、保育士は子どもと

関わりを持ち保育をしています。今、子どもたちがどのよ

うなことに興味を持ち、頑張ろうとしているかなど職員に

尋ねてみると、子どもの姿がよりわかると思います。 

 

大流行してしまったインフルエンザ A

と胃腸炎も、保護者の方のご協力により収

束し、子どもたちの元気な姿が戻ってきま

した。ご協力ありがとうございました。し

かし、インフルエンザBや、その他の感染

症もの流行も耳にします。今後も、手洗い

うがいの徹底をし、感染対策をしていきた

いと思います。お子様の体調には気を付け

ていただき、無理をしないようよろしくお

願い致します。 


